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( 60 -130 mrn Hg) に上昇させると，駆出時相(開始および終了時刻)は遅延し，心室弛緩速度は促進し
た( T : 79 土 6ms → 61 土 3ms , P < 0.05) 。一方，麻酔開胸犬において圧受容体反射の影響を除外
するため薬理的自律神経遮断後， 下行大動脈を段階的に狭窄する乙とにより，左室最大発生圧 (85 -
175 mm Hg) を増加させると，摘出心とは逆に駆出時相は早期化し，心室弛緩速度は遅延した( T:97土
14 ms → 155 土 17ms , P < 0.01) 。
以上の結果より， in situ 心における弛緩速度の後負荷依存性は，後負荷(最大左室圧)それ自身でな




を 20 -30 ms 毎に 5 段階(条件 1 ~ V) 変化させ，弛緩速度を計測した。その結果，条件 I~ 園(早期
駆出)では最大左室圧は不変であったが，駆出の遅延に応じて心室弛緩速度は有意に増大し (T: 159 土
38 ms (条件 1 )→ 108 土 23ms (条件目)， P < 0.01) さらに条件 IV ， V (後期駆出)では，駆出の遅延
につれて最大左室圧が上昇するにもかかわらず心室弛緩速度は有意に増大した (T: 63 土 4ms (条件




拍出心 (in situ) における左室弛緩速度の後負荷依存性の要因を明らかにするために，犬摘出心と麻
酔開胸犬iζて，後負荷(左室圧)上昇時の駆出時相と左室弛緩速度の関係を解析した結果，摘出心では，
左室圧の上昇に伴ない 駆出時相が遅延し弛緩速度は増大したが拍出心 (in situ)では駆出の早期化
に伴ない弛緩は遅延した。以上の結果から，左室弛緩速度は最大左室圧に依存せず，駆出時相の遅延lと
より増大する乙とが示唆された。さらに，心室容積，駆出量，駆出速度の影響を除外するため，左室容
積制御下の犬摘出心標本においてこれらの力学的条件を固定して駆出時相のみ遅延させた結果，左室弛
緩速度は左室圧変化によらず，駆出時相の遅延に応じて増大した。
したがって，本研究により，心室弛緩特'性の後負荷依存性は最大左室圧や心室容積変化によるのでは
なく，駆出時相変化に依存することが明らかになったが，かかる知見は，心室弛緩特性の後負荷依存性
の要因を明らかにするだけでなく，心力学特'性の規定因子として心筋短縮時相が重要な役割を果してい
ることを明らかにした点で心筋生理学的にも意義が大きい。
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論文の審査結果の要旨
心室弛緩特性の後負荷依存性に関する問題は， これまで一致した結論が得られておらず，心臓力学の
重要なテーマとして残されている。
本研究は，心室弛緩速度の後負荷依存性は最大左室圧や容積変化によるのではなく，後負荷変化に伴
なう駆出時相変化に依存する乙とを明らかにしたものである。かかる知見は，心室弛緩速度の後負荷依
存性の要因を明らかにしただけでなく，心力学の規定因子として心筋短縮時相が重要な役割を果してい
る乙とを示した点で，心筋生理学的にも意義が大きいと考えられる。
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